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問
　
公
の
施
設
の
管
理
は
、

15
年
の
法
律
改
正
に
よ
り
指

定
管
理
者
制
度
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
指
定
管
理

者
の
範
囲
と
し
て
特
別
の
制

約
を
設
け
な
い
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
営
利
企
業
の
ほ

か
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の

公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お

よ
び
法
人
格
を
持
た
な
い
団

体
に
も
管
理
を
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、各
種
公
共
施
設
、

学
校
給
食
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

公
用
車
な
ど
を
、
指
定
し
た

団
体
に
管
理
運
営
し
て
も
ら

い
、
管
理
に
要
す
る
人
員
・

経
費
の
削
減
が
で
き
る
指
定

管
理
者
制
度
は
行
財
政
改
革

の
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
こ

の
制
度
の
積
極
的
な
導
入
の

考
え
は
。

答

こ
の
制
度
の
目
的
は
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
公
の
施
設
の
管

理
に
民
間
の
能
力
を
活
用
し

つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
経
費
の
節
減
等
を
図
る

こ
と
が
重
要
な
役
割
で
す
。

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
も
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
す
べ
て
の
施
設
に

つ
い
て
行
政
と
民
間
等
と
の

役
割
分
担
の
視
点
に
立
ち
な

が
ら
、
導
入
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
地
方

自
治
法
に
定
め
る
設
置
管
理

条
例
の
あ
る
施
設
の
管
理
運

営
を
対
象
と
し
て
お
り
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
公
用
車
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

問
　
能
登
川
町
、
蒲
生
町
と

の
合
併
に
よ
る
予
算
編
成
の

基
本
的
姿
勢
は
。

答

一
般
・
特
別
会
計
で
８

４
０
億
円
規
模
を
予
定
し
、

歳
入
に
見
合
っ
た
予
算
編
成

と
し
ま
す
。

問
　
少
子
化
対
策
の
就
学
前

医
療
費
助
成
や
不
妊
治
療
費

助
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

就
学
前
医
療
費
助
成
は
、

今
年
４
月
か
ら
県
制
度
の
上

乗
せ
単
独
事
業
と
し
て
実
施

し
、
不
妊
治
療
費
助
成
は
県

事
業
で
推
進
し
ま
す
。

問
　
市
長
は
防
災
計
画
の
業

者
委
託
待
ち
だ
が
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

事
業
よ
り
も
防
災
計
画
の
早

期
策
定
が
大
切
で
あ
る
が
。

答

県
と
の
協
議
が
終
了
次

第
、
防
災
会
議
を
開
催
し
、

計
画
策
定
を
す
る
予
定
で

す
。

問
　
国
保
会
計
を
良
い
制
度

に
す
る
た
め
国
庫
負
担
の
増

額
等
を
国
に
求
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や

し
短
期
保
険
証
、
資
格
証
明

書
の
発
行
は
止
め
る
べ
き
で

は
。

答

現
在
、
一
定
の
ル
ー
ル

の
も
と
で
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
繰
り

入
れ
は
国
保
制
度
上
問
題
が

あ
り
ま
す
。
短
期
保
険
証
、

資
格
証
明
書
の
発
行
は
国
保

料
完
納
者
と
の
公
平
性
か
ら

続
け
ま
す
。
減
免
基
準
は
今

後
、
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
中
小
業
者
や
企
業
の
仕

事
起
こ
し
施
策
と
し
て
分

離
、
分
別
発
注
、
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
復
活
、
小
規

模
工
事
登
録
制
度
の
実
施

を
。

答

入
札
に
市
内
業
者
を
優

先
指
名
し
住
宅
改
修
制
度
の

復
活
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

小
規
模
登
録
は
業
者
の
下

請
け
で
の
参
入
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い

て
■
永
源
寺
第
２
ダ
ム
と
農
業

用
水
の
確
保
に
つ
い
て

■
地
域
農
業
振
興
と
学
校
給

食
の
統
一
献
立
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の
対
象
の
一
つ

八
日
市
大
凧
会
館
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問
　
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
つ

く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
養
成
は
ど
の
よ
う

な
計
画
か
。

答

自
治
体
の
規
模
が
大
き

く
な
る
と
、
担
当
す
る
事
業

も
細
分
化
さ
れ
専
門
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
分
野
別
の
専

門
研
修
に
よ
り
職
員
の
能
力

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
削
減
を
進
め
な
が
ら
、

建
築
士
や
土
木
技
師
、
保
健

師
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭

な
ど
有
資
格
者
の
採
用
を
優

先
し
て
、
人
材
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
　
合
併
後
の
地
方
交
付
税

は
、
従
来
の
よ
う
に
山
間
地

に
重
点
的
に
配
分
で
き
な
い

か
。

答

地
方
交
付
税
は
、
不
均

衡
を
調
整
し
、
ど
の
地
域
に

住
む
住
民
に
も
標
準
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
基
本
的
な
社

会
資
本
を
提
供
す
る
財
源
を

保
障
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

し
た
が
っ
て
、市
税
同
様
、

自
ら
の
判
断
で
そ
の
使
途
を

決
定
で
き
る
一
般
財
源
で
あ

り
、
行
政
水
準
を
適
正
に
維

持
す
る
た
め
の
責
務
を
負
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
平
和
祈
念
館
の
建
設
は

芝
原
町
地
先
だ
け
の
対
応
で

は
運
動
公
園
と
の
兼
ね
合
い

で
難
し
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

県
は
芝
原
町
地
先
と
表

明
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、

計
画
の
布
引
運
動
公
園
に
広

が
り
を
も
た
せ
、
※

掩
体
壕

の
あ
る
隣
地
の
布
引
丘
陵
を

一
体
的
に
整
備
し
、
平
和
に

ふ
さ
わ
し
い
、
ゆ
と
り
と
や

す
ら
ぎ
を
覚
え
る
公
園
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
動
公
園
の
構
想
に
つ
い

て
は
、隣
地
と
の
一
体
整
備
、

祈
念
館
へ
の
連
絡
道
路
等
の

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
国
交
省
は
、ダ
ム
中
止
、

縮
小
の
方
針
で
あ
る
が
、
農

水
省
管
轄
の
永
源
寺
第
２
ダ

ム
建
設
は
、
費
用
対
効
果
や

農
業
の
現
状
等
を
考
え
る
と

中
止
ま
た
は
大
幅
な
見
直
し

が
さ
れ
る
と
思
う
。

永
源
寺
地
区
の
地
域
振
興

策
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

は
、
ダ
ム
建
設
の
成
否
に
よ

り
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
特

に
農
家
へ
の
影
響
も
大
き
く

な
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答

新
愛
知
川
事
業
計
画
は

不
足
す
る
水
量
を
新
し
い
ダ

ム
に
求
め
た
も
の
で
す
。
要

は
、
農
業
用
水
の
絶
対
量
の

確
保
が
必
須
で
あ
り
、
安
定

し
た
水
源
の
確
保
に
は
ダ
ム

が
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
能
登
川
町
、
蒲
生
町
と
の

合
併
後
の
予
算
は

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い

て
■
公
共
施
設
に
つ
い
て

■
安
心
・
安
全
対
策
は

■
介
護
保
険
に
つ
い
て

掩
体
壕
（
え
ん
た
い
ご
う
）

戦
時
中
、
空
襲
に
よ
る
爆

撃
か
ら
飛
行
機
を
守
る
た
め

山
林
等
に
造
っ
た
壕

■
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ

い
て

■
新
市
に
お
け
る
合
特
法
対

策
と
下
水
道
対
策
は

■
観
光
行
政
に
つ
い
て

■
道
路
対
策
に
つ
い
て

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

問
　
少
子
高
齢
化
に
向
け
た

地
域
で
の
少
子
化
対
策
の
充

実
は
。

答

子
ど
も
が
将
来
に
わ
た

っ
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
、
な
か

で
も
若
年
者
雇
用
は
、活
力
、

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

新
設
の
企
業
立
地
政
策
室

は
、
地
域
の
雇
用
促
進
と
活

性
化
経
済
基
盤
の
確
立
を
め

ざ
し
た
も
の
で
、
少
子
化
対

策
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考

え
ま
す
。

問
　
市
営
住
宅
申
し
込
み
手

続
き
の
簡
素
化
は
。

答

応
募
さ
れ
る
た
び
に
証

明
書
を
添
付
い
た
だ
く
の

は
、
申
し
込
み
時
点
で
の
入

居
者
資
格
を
厳
密
に
審
査
す

る
た
め
で
す
。

し
か
し
、
前
年
分
所
得
の

把
握
に
必
要
な
課
税
証
明
書

に
つ
い
て
は
、
前
回
提
出
の

課
税
証
明
書
で
証
明
で
き
る

場
合
は
、
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を

窓
口
で
説
明
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
対

策
に
つ
い
て

■
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

■
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い

て

柴
原
南
町
に
残
る
掩
体
壕
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問
　
新
東
近
江
市
で
は
市
立

の
能
登
川
、
蒲
生
の
２
病
院

と
６
診
療
所
と
な
る
が
、
そ

の
運
営
は
。

答

地
域
の
医
療
を
維
持
す

る
た
め
、
医
療
機
関
の
連
携

や
機
能
分
担
等
を
踏
ま
え
、

早
期
に
総
合
的
な
検
討
を
行

い
ま
す
。

市
立
病
院
の
効
率
的
な
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
庁
内

で
議
論
を
始
め
て
お
り
、
両

病
院
の
管
理
お
よ
び
経
理
に

つ
い
て
は
業
務
の
効
率
化
を

図
る
べ
く
、
病
院
管
理
を
総

括
的
に
担
当
す
る
組
織
を
設

置
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
診
療
所
と
病
院
、

保
健
セ
ン
タ
―
の
連
携
に
よ

る
東
近
江
市
全
体
の
医
療
体

制
を
検
討
す
る
組
織
を
設
置

し
ま
す
。

問
　
農
家
が
出
す
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
処
理
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
、
環
境
破
壊
等

の
防
止
の
た
め
行
政
と
し
て

処
理
費
用
の
半
額
補
助
を
す

る
等
の
施
策
を
考
え
て
は
。

答

農
業
用
使
用
済
み
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、「
廃
棄
物
の

処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
農
業
者
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
処

理
す
べ
き
産
業
廃
棄
物
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

処
理
に
要
す
る
経
費
は
、
農

業
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則

と
さ
れ
て
お
り
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
の
質
問

■
合
併
後
の
適
正
な
職
員
数

に
つ
い
て

■
職
員
削
減
と
人
材
確
保
に

つ
い
て

■
各
支
所
庁
舎
の
活
用
に
つ

い
て

問
　
来
年
１
月
に
新
東
近
江

市
が
誕
生
し
、
領
域
は
鈴
鹿

の
山
々
か
ら
び
わ
湖
ま
で
と

な
る
。

愛
知
川
左
岸
道
路
整
備
促

進
協
議
会
は
、
構
成
市
町
が

一
つ
に
な
る
関
係
か
ら
12
月

末
の
解
散
が
決
定
し
て
い
る
。

新
市
の
大
局
的
な
活
性
化

に
つ
な
が
る
左
岸
道
路
を
活

用
し
た
道
路
構
想
（
国
道
４

２
１
号
の
石い

し

榑ぐ
れ

ト
ン
ネ
ル
工

事
着
工
を
契
機
に
左
岸
道
路

を
活
用
し
、び
わ
湖
を
横
断
、

高
島
市
を
通
り
、
福
井
県
小

浜
市
に
至
る
日
本
列
島
本
土

横
断
）
を
前
段
の
協
議
会
の

解
散
を
機
に
関
係
す
る
自
治

体
へ
呼
び
か
け
、
建
設
期
成

同
盟
会
を
立
ち
上
げ
る
絶
好

の
機
会
と
思
う
が
。

答

愛
知
川
左
岸
道
路
の
位

置
付
け
は
大
変
重
要
と
思
い

ま
す
。

今
後
は
、
東
近
江
市
の
道

路
整
備
計
画
の
中
で
、
県
道

の
位
置
付
け
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
本
市
の
骨
格
路
線

と
し
て
早
期
の
供
用
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
公
園
清
掃
管
理
の

対
応
は

■
広
報
等
の
配
布
方

法
の
見
直
し
は

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
市
外
局
番

統
一
へ
の
働
き
か

け
は

■
Ｉ
Ｔ
情
報
機
器
活

用
に
よ
る
情
報
提

供
へ
の
対
応
は

廃プラスチック回収（愛東・湖東地区）

石
榑
ト
ン
ネ
ル
　
ル
ー
ト
予
定

道
路
構
想
は
、
建

設
的
な
ご
意
見
で
す
。
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問
　
山
上
小
学
校
の
プ
ー
ル

建
設
の
国
の
補
助
金
は
。

答

国
の
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
、
予
算
内
示
の
中
で

不
採
択
の
通
知
を
受
け
ま
し

た
。市

で
は
、
単
費
で
の
改
築

工
事
の
困
難
な
状
況
か
ら
全

力
で
国
に
働
き
か
け
を
続
け

て
い
ま
す
。

問
　
永
源
寺
高
野
町
に
掘
削

さ
れ
た
温
泉
に
つ
い
て
、
仮

に
１
年
半
か
ら
２
年
間
、
放

置
を
す
る
と
湧
出
が
不
能
に

な
る
と
聞
く
が
。

答

施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
な
ど
、
最

善
の
手
法
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

温
泉
水
は
、
汲
み
上
げ
式

で
動
力
装
置
の
設
置
が
必
要

で
あ
り
、
時
期
を
失
し
な
い

対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
蛭
谷
町
の
「
皇

す
め
ら

学
園
」

か
ら
譲
り
受
け
た
施
設
は
、

現
状
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
荒

廃
は
目
に
見
え
て
い
る
が
。

答

す
ば
ら
し
い
周
辺
環
境

を
利
用
し
た
青
少
年
活
動
の

研
修
基
地
と
な
る
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
国
道
４
２
１
号
県
境
ト
ン

ネ
ル
の
早
期
着
工
に
つ
い

て
■
山
上
町
青
野
地
区
の
町
名

に
つ
い
て

問
　
鳥
獣
害
被
害
の
実
状
と

予
防
対
策
は
。
ま
た
、
捕
獲

駆
除
の
規
制
緩
和
は
。

答

市
内
21
集
落
で
被
害
が

あ
り
、
被
害
面
積
7.2
ha
、
被

害
金
額
５
０
８
万
円
の
状
況

で
す
。
農
産
物
獣
害
防
止
対

策
事
業
と
し
て
は
、
電
気
柵

や
フ
エ
ン
ス
、
防
除
網
の
設

置
に
対
し
50
％
の
補
助
率
に

よ
り
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
農
業
組
合
等
を
単
位

に
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

現
状
で
は
、
一
市
町
だ
け

で
対
処
で
き
る
問
題
で
は
な

く
、
生
態
系
調
査
の
取
り
組

み
と
駆
除
の
拡
大
が
必
要
で

あ
り
、
県
に
対
し
要
請
し
て

い
ま
す
。

問
　
愛
東
外
町
付
近
の
愛
知

川
改
修
は
。

答

現
在
、
下
流
部
の
改
修

は
、
順
調
に
進
み
平
成
20
年

に
は
完
了
の
見
込
み
で
す
。

21
年
度
以
降
は
、
名
神
高

速
道
路
か
ら
紅
葉
橋
ま
で
の

７
㎞
区
間
の
事
業
推
進
計
画

で
す
。

現
在
は
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト

で
護
岸
の
浸
食
を
防
止
し
て

お
り
ま
す
が
、
民
家
も
近
く

県
に
対
応
策
を
要
請
し
ま
す
。

問
　
愛
知
郡
上
水
道
水
源
付

近
の
砂
利
採
取
は「
命
の
水
」

の
汚
濁
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
が
、
条
例
の
適
用
は
。

答

水
道
水
源
保
護
条
例
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

安
全
で
良
質
な
水
を
確
保
す

る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
思
い
は
、
東

近
江
市
に
あ
る
す
べ
て
の
水

源
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

水
道
事
業
で
供
給
し
て
い

る
飲
料
水
の
原
水
と
な
る
地

下
水
は
、
市
民
共
有
の
貴
重

な
資
源
で
あ
り
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
り
ま

す
。現

在
、
愛
知
川
周
辺
の
地

下
水
の
適
切
な
保
全
管
理
を

行
う
た
め
、
地
下
水
検
討
専

門
委
員
会
を
設
け
て
調
査
、

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

問
　
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
と
減
災
計
画
は
。

答

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
現

在
作
成
中
で
あ
り
、
策
定
次

第
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

減
災
は
、
行
政
の
課
題
で

す
が
、
災
害
時
に
は
市
民
の

協
力
は
不
可
欠
で
す
。
こ
の

た
め
地
域
の
自
主
防
災
力
と

減
災
力
の
向
上
に
向
け
て
最

大
限
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
ア
ス
ベ
ス
ト
の
対
策
と
石

綿
水
道
管
の
実
状
は

■
環
境
問
題
に
つ
い
て

■
外
国
人
子
弟
の
教
育
は

■
八
千
代
橋
拡
幅
工
事
に
つ

い
て

急
が
れ
る
施
設
利
用
（
皇
学
園
）

市
の
補
助
で
防
除
網
を
設
置
す

る
農
家
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問
　
１
市
２
町
の
合
併
に
つ

い
て
最
重
要
課
題
は
何
か
。

答

今
回
の
合
併
協
議
会
は

１
市
４
町
の
協
議
結
果
を
基

本
と
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ

て
お
り
、東
近
江
市
の
施
策
、

制
度
を
両
町
に
適
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
合
併
で

は
町
立
病
院
の
件
や
、
能
登

川
駅
前
整
備
事
業
な
ど
東
近

江
市
に
と
っ
て
も
、
課
題
と

な
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
来

年
１
月
か
ら
、
新
た
な
市
域

で
の
視
点
で
検
討
し
ま
す
。

問
　
本
市
公
共
施
設
の
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
は
。

答

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
は
、

現
在
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
公
共
施

設
の
全
建
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
状
況
を
７
月
に
目
視
調

査
し
、
市
立
中
央
公
民
館
、

五
個
荘
公
民
館
、
永
源
寺
公

民
館
、
八
日
市
公
民
館
の
使

用
を
禁
止
し
て
、
吹
付
け
材

を
採
取
し
、
分
析
依
頼
を
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
追
跡
調

査
を
続
け
る
予
定
で
す
。

問
　
市
立
中
央
公
民
館
と
併

設
の
八
日
市
公
民
館
の
使
用

禁
止
で
貸
館
の
対
応
は
。

ま
た
、
県
立
文
芸
会
館
の

再
活
用
は
。

答

八
日
市
公
民
館
の
貸
館

対
応
に
つ
い
て
は
、
使
用
禁

止
中
は
他
の
施
設
の
代
替
利

用
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
八
日
市
公
民
館
に

つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
な
い
こ
と
や
地
下
駐
車
場

が
利
用
し
に
く
い
な
ど
構
造

上
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。さ

ら
に
こ
れ
ま
で
に
社
会

教
育
委
員
会
議
の
建
議
や
地

元
か
ら
独
立
し
た
八
日
市
地

区
公
民
館
建
設
の
要
望
が
幾

度
と
な
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
県
か
ら

文
芸
会
館
移
管
の
話
が
あ

り
、
現
在
の
中
央
公
民
館
機

能
を
文
芸
会
館
に
移
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
当
公
民
館
は
廃

止
し
、
跡
地
に
八
日
市
地
区

公
民
館
を
新
築
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
国
道
４
２
１
号
の
石
榑

ト
ン
ネ
ル
の
工
事
は
、
平
成

18
年
着
工
と
聞
い
て
い
る

が
、
工
事
は
三
重
県
側
か
ら

掘
削
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
工
期
短
縮
の
面
か
ら
、

同
時
掘
削
が
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
佐
目
バ
イ
パ
ス
は

湖
上
橋
ル
ー
ト
と
な
る
の
か
。

答

国
道
４
２
１
号
石
榑
峠

の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
は
、

来
年
３
月
頃
に
三
重
県
側
か

ら
工
事
着
手
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

神
崎
橋
か
ら
ト
ン
ネ
ル
抗

口
ま
で
は
概
ね
６
％
の
登
り

勾
配
で
不
老
橋
か
ら
登
坂
車

線
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
の
方
線
は
、
当
初
計
画
の

と
お
り
湖
上
橋
ル
ー
ト
の
予

定
で
す
。

問
　
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
地
方
自
治
組
織
に
つ

い
て
、
市
長
の
基
本
姿
勢
お

よ
び
条
例
制
定
に
向
け
て
の

取
り
組
み
と
現
状
は
。

答

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
は

将
来
を
見
据
え
た
中
で
合
併

し
て
良
か
っ
た
と
、
い
わ
れ

る
東
近
江
市
を
つ
く
る
こ
と

で
、
各
地
域
で
培
わ
れ
て
き

た
自
然
や
歴
史
、
文
化
等
、

地
域
固
有
の
財
産
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
が

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
東
近
江
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
年
度
内
に
基

本
指
針
に
つ
い
て
提
言
い
た

だ
き
ま
す
。

問
　
愛
東
・
湖
東
地
区
に
は

学
童
保
育
所
が
な
い
が
、
今

後
の
計
画
は
。

答

学
童
保
育
所
は
、
共
働

き
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
が

増
加
す
る
中
、
就
労
等
に
よ

り
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い

な
い
児
童
の
居
場
所
の
確
保

と
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
か
ら
年
々
需
要
が
増
え

て
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
は
公
設
民
営

が
基
本
で
愛
東
・
湖
東
地
区

は
未
整
備
地
域
と
な
っ
て
お

り
、
解
消
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
公
共
工
事
入
札
に
つ
い
て

■
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域

の
活
動
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

■
地
産
地
消
の
現
状
に
つ
い

て
■
観
光
行
政
に
つ
い
て

■
教
育
施
設
に
つ
い
て

建て替えにより八日市地区公民館に
生まれかわる予定の現・中央公民館

ト
ン
ネ
ル
内

は
三
重
県
側
に

３
％
の
下
り
勾

配
で
、
完
成
年

度
は
掘
削
の
進

捗
状
況
や
滋
賀

県
側
の
着
工
時

期
等
で
現
在
は

未
定
で
す
が
、

早
期
に
貫
通
す

る
よ
う
国
、県
、

市
が
一
体
と
な

っ
て
努
力
し
ま

す
。佐

目
バ
イ
パ
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問
　
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
八
日

市
文
化
芸
術
会
館
譲
渡
後
の

運
営
と
来
年
の
合
併
後
を
見

据
え
た
整
備
計
画
は
。

答

県
か
ら
八
日
市
文
化
芸

術
会
館
の
無
償
譲
渡
移
管
の

申
し
出
が
あ
っ
て
以
来
、
東

近
江
市
の
中
で
同
規
模
の
類

似
施
設
が
な
い
こ
と
や
、
存

続
を
求
め
る
市
民
要
望
も
あ

り
、
譲
り
受
け
る
方
向
で
協

議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
東
近
江
市
の
文
化

や
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る

市
民
活
動
総
合
施
設
の
建
設

を
計
画
し
て
お
り
、
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
も
主
要

事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

今
後
、
12
万
都
市
と
な
る

こ
と
か
ら
多
く
の
催
し
に
お

い
て
、
文
芸
会
館
の
ホ
ー
ル

客
席
数
は
、
十
分
で
あ
る
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
新
生

東
近
江
市
に
ふ
さ
わ
し
い
規

模
の
ホ
ー
ル
機
能
を
中
心
に

必
要
な
規
模
や
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
早
期
建
設

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

で
取
り
組
み
中
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
に
関
し
て
、
立
ち

上
げ
の
指
導
、
ひ
と
り
立
ち

ま
で
の
支
援
、
そ
の
後
の
指

導
や
計
画
目
標
へ
の
取
り
組

み
方
針
は
。

答

設
立
準
備
会
が
設
置
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
は
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
や
助
言
、
勉
強

会
に
か
か
る
事
務
補
助
な
ど

を
行
い
、
設
立
準
備
交
付
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

当
分
の
間
、
担
当
職
員
が

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定

や
自
主
財
源
確
保
の
手
法
な

ど
に
関
わ
っ
て
、
事
務
補
助

も
含
め
て
必
要
に
応
じ
運
営

を
支
援
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
協
議
会
が
自

主
運
営
組
織
と
し
て
自
立
で

き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
今
後
さ
ら
に
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
早
期
設
立
や

組
織
の
自
立
に
向
け
て
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

■
八
日
市
南
小
の
校
区
再
編

に
つ
い
て

■
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
振

興
の
現
況
と
合
併
後
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

■
人
権
問
題
に
つ
い
て

■
集
落
営
農
に
つ
い
て

■
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
状
況

に
つ
い
て

■
水
道
事
業
の
料
金
問
題
に

つ
い
て

■
平
和
祈
念
館
建
設
に
つ
い

て
そ
の
他
の
質
問

■
ニ
ー
ト
対
策
に
つ
い
て

■
生
涯
学
習
に
お
け
る
成
人

教
育
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て

問
　
愛
東
地
区
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
を
全
市
に
実
施
す

る
考
え
は
。

答

愛
東
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
参
考
に
し
て
、
各
地

域
に
応
じ
た
方
法
で
推
進
し

て
し
て
い
け
る
よ
う
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
今
後
の
計
画

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
永
源
寺
地
区
の
散
乱
性

ご
み
問
題
に
つ
い
て

答

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
の

期
間
中
は
、
週
３
回
を
基
本

に
観
光
協
会
が
、
ご
み
回
収

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
員

に
よ
る
ご
み
回
収
、
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
、
看
板
設
置
な
ど

に
よ
る
ご
み
持
ち
帰
り
の
啓

発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ê

永
源
寺
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
総
会

ë

南
部
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
総
会
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こ
れ
ら
決
算
額
な
ど
に
関

す
る
審
議
は
、
８
月
22
日
か

ら
開
催
さ
れ
た
総
務
・
文
教

民
生
・
産
業
建
設
の
３
常
任

委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の

決
算
に
つ
い
て
審
議
。
同
29

日
に
全
議
案
に
つ
い
て
可
決

・
認
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
旧
１
市
４
町
の
16
年

度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計

決
算
は
、
16
年
４
月
１
日
か

ら
17
年
２
月
10
日
ま
で
の
歳

入
歳
出
に
つ
い
て
ま
と
め
た

も
の
で
、
東
近
江
市
の
決
算

は
、
17
年
２
月
11
日
か
ら
３

月
31
日
ま
で
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

各
市
町
お
よ
び
東
近
江
市

の
歳
入
歳
出
決
算
総
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

東
近
江
市
議
会
は
、
平
成

16
年
度
の
旧
１
市
４
町
お
よ

び
東
近
江
市
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
な
ど
59
議
案

の
審
議
を
８
月
19
日
に
開
催

さ
れ
た
第
５
回
臨
時
議
会
で

審
議
し
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
本
臨
時

会
で
の
審
議
結
果
や
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
決
算
額
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五個荘町
一般会計 3,851,452,178 3,984,165,921 －132,713,743 0 －132,713,743

国民健康保険特別会計 676,930,672 753,279,405 －76,348,733 0 －76,348,733

老人保健特別会計 904,596,567 908,653,793 －4,057,226 0 －4,057,226

介護保険特別会計 379,674,448 308,010,822 71,663,626 0 71,663,626

学校給食事業特別会計 46,754,645 42,554,031 4,200,614 0 4,200,614

下水道事業特別会計 483,801,433 381,642,573 102,158,860 0 102,158,860

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 繰越明許費繰越額 実質収支額

八日市市
一般会計 12,439,104,465 11,947,880,452 491,224,013 0 491,224,013

住宅新築資金等貸付金特別会計 22,529,194 185,095,952 －162,566,758 0 －162,566,758

早期療育事業特別会計 50,862,598 39,853,977 11,008,621 0 11,008,621

国民健康保険特別会計 2,296,987,425 2,694,900,848 －397,913,423 0 －397,913,423

老人保健特別会計 2,622,020,018 2,650,891,934 －28,871,916 0 －28,871,916

介護保険特別会計 1,487,514,743 1,489,419,632 －1,904,889 0 －1,904,889

介護保険認定審査事業特別会計 11,883,290 11,883,290 0 0 0

公設地方卸売市場特別会計 63,160,563 68,671,866 －5,511,303 0 －5,511,303

下水道事業特別会計 928,174,285 1,283,281,783 －355,107,498 0 －355,107,498

農業集落排水事業特別会計 272,739,989 260,096,826 12,643,163 0 12,643,163

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 繰越明許費繰越額 実質収支額

永源寺町
一般会計 4,086,637,925 3,903,176,238 183,461,687 0 183,461,687

国民健康保険（事業勘定）特別会計 448,830,734 485,465,836 －36,635,102 0 －36,635,102

国民健康保険（施設勘定）特別会計 105,474,224 105,229,269 244,955 0 244,955

老人保健事業特別会計 592,243,144 574,505,069 17,738,075 0 7,738,075

東部簡易水道特別会計 18,415,033 5,972,360 12,442,673 0 12,442,673

相谷簡易水道特別会計 9,459,369 6,541,186 2,918,183 0 2,918,183

南部簡易水道特別会計 13,611,580 7,481,466 6,130,114 0 6,130,114

中西部簡易水道特別会計 122,202,824 84,780,943 37,421,881 0 37,421,881

御池簡易水道特別会計 17,057,076 65,777,271 －48,720,195 0 －48,720,195

農業集落排水事業特別会計 241,016,538 222,412,925 18,603,613 0 18,603,613

介護保険（保険事業勘定）特別会計 344,140,474 332,805,438 11,335,036 0 11,335,036

有線放送特別会計 42,249,806 36,255,562 5,994,244 0 5,994,244

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 繰越明許費繰越額 実質収支額

第5回臨時会報告�第5回臨時会報告�

決算など59議案を可決・認定�平　成平　成�
1616年度年度�決算など59議案を可決・認定�平　成平　成�
1616年度年度�決算など59議案を可決・認定�平　成�
16年度�
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愛
東
北
小
学
校
の
体
育
館

と
プ
ー
ル
は
、
築
後
41
年
が

経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
総
工
費
４
億
４
１
０
０
万

円
で
改
築
工
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
は
、
こ
の
建
築
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
あ
た

り
市
議
会
の
議
決
が
必
要
な

た
め
８
月
３
日
、
第
４
回
臨

時
議
会
を
開
催
し
、
本
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て
同
意

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

体
育
館
（
１
１
６
９
㎡
）

は
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
２
面
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど

を
設
置
。
地
域
の
社
会
体
育

施
設
と
し
て
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ー
ル
は
、
25
メ
ー
ト
ル
の
６

コ
ー
ス
で
、
幼
稚
園
児
や
低

学
年
児
童
が
使
用
す
る
小
プ

ー
ル
も
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
は
来
年
３
月
に
完
成

の
予
定
で
す
。

（注）繰越明許費繰越額は、翌年度へ繰り越す財源のこと

愛　東　町
一般会計 3,139,370,384 3,107,684,625 31,685,759 0 31,685,759

国民健康保険特別会計（事業勘定） 324,699,480 358,441,514 －33,742,034 0 －33,742,034

国民健康保険特別会計（施設勘定） 113,073,096 105,428,791 7,644,305 0 7,644,305

老人保健事業特別会計 488,369,195 463,722,327 24,646,868 0 24,646,868

介護保険特別会計 228,570,062 231,659,728 －3,089,666 0 －3,089,666

農村下水道事業特別会計 427,998,407 352,785,299 75,213,108 0 75,213,108

公共下水道事業特別会計 14,729,546 48,613,471 －33,883,925 0 －33,883,925

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 繰越明許費繰越額 実質収支額

湖　東　町
一般会計 3,788,980,162 3,535,180,590 253,799,572 0 253,799,572

国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 562,012,676 512,281,401 49,731,275 0 49,731,275

国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 135,688,982 119,525,725 16,163,257 0 16,163,257

老人保健事業特別会計 682,064,023 673,686,725 8,377,298 0 8,377,298

介護保険事業特別会計 360,743,844 335,241,181 25,502,663 0 25,502,663

農業集落排水事業特別会計 740,593,397 625,976,939 114,616,458 0 114,616,458

下水道事業特別会計 40,906,711 108,038,740 －67,132,029 0 －67,132,029

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 繰越明許費繰越額 実質収支額

東近江市
一般会計 11,339,583,305 10,292,722,152 1,046,861,153 48,239,000 998,622,153

住宅新築資金等貸付金特別会計 43,833,984 187,164,575 －143,330,591 0 －143,330,591

早期療育事業特別会計 18,479,521 11,247,055 7,232,466 0 7,232,466

国民健康保険（事業勘定）特別会計 1,510,938,093 1,341,768,696 169,169,397 0 169,169,397

国民健康保険（施設勘定）特別会計 132,406,918 93,685,061 38,721,857 0 38,721,857

老人保健特別会計 1,509,412,165 1,563,355,340 －53,943,175 0 －53,943,175

介護保険特別会計 977,337,602 893,041,743 84,295,859 0 84,295,859

介護保険認定審査事業特別会計 8,366,005 8,326,384 39,621 0 39,621

簡易水道事業特別会計 517,667,484 501,914,095 15,753,389 0 15,753,389

下水道事業特別会計 2,418,650,493 2,403,202,808 15,447,685 700,000 14,747,685

農業集落排水事業特別会計 392,332,445 389,165,807 3,166,638 0 3,166,638

公設地方卸売市場特別会計 48,591,593 43,479,136 5,112,457 0 5,112,457

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 繰越明許費繰越額 実質収支額

第
4
回
臨
時
会
�

第
4
回
臨
時
会
�

愛
東
北
小
�

　
改
築
工
事
契
約
を
承
認

体
育
館
�

プ
ー
ル
�

八日市市
資本的収支 320,836,450 360,922,445 －40,085,995 67,000,000 －107,085,995

収益的収支 684,652,600 620,695,183 63,957,417 0 63,957,417

五個荘町
資本的収支 13,105,350 75,458,899 －62,353,549 0 －62,353,549

収益的収支 176,458,192 182,472,843 －6,014,651 0 －6,014,651

東近江市
資本的収支 278,628,800 406,056,490 －127,427,690 67,000,000 －194,427,690

収益的収支 499,271,543 589,379,297 －90,107,754 0 －90,107,754

市町名 項　　目
収入総額
収益総額

支出総額
費用総額

収入支出差引額
収益費用差引額

繰　越　額 実質収支額

平成16年度　水道事業会計決算
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第　2 号

「
人
口
減
少
」
と
い
う
歴
史

的
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
今
、
20
年
後
の
２
０
２
５

年
に
は
高
齢
化
世
帯
が
37
％
、

一
人
暮
し
世
帯
が
35
％
に
達
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

化
と
単
身
化
が
同
時
に
進
行

し
、
地
域
で
の
助
け
合
い
の
き

ず
な
が
一
層
弱
ま
る
こ
と
で
社

会
保
障
制
度
が
よ
り
以
上
、
重

要
に
な
り
ま
す
。

■ 編 集 東近江市議会だより編集委員会
■ 発 行　東近江市議会　TEL.0748-24-1234（代） 0748-24-5680（直） FAX.0748-24-0217

議案番号 件　　　　　　　　　　　名 審議結果

第162号 平成17年度東近江市一般会計補正予算（第２号） 可　　決

第163号 平成17年度東近江市住宅新築資金等貸付金特別会計補正予算（第１号） 可　　決

9月定例会で審議した主な議案など

第164号 平成17年度東近江市国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第１号） 可　　決

第165号 平成17年度東近江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　　決

第166号 平成17年度東近江市水道事業会計補正予算（第１号） 可　　決

第167号 東近江市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例の制定について 可　　決

第168号
東近江市議会議員及び東近江市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可　　決

第169号
東近江市議会議員及び東近江市長の選挙における選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可　　決

第170号 東近江市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

第171号 東近江市議会議員の定数の増員に関する条例の制定について 可　　決

第172号
東近江市文化財保護条例及び東近江市伝統的建造物群保存地区保存条例の一部を改正する条例の制定
について

可　　決

第173号 東近江市八日市公設地方卸売市場条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

第174号 町（字）の名称の変更につき議決を求めることについて 可　　決

第175号
東近江行政組合を組織する地方公共団体の数の減少及び東近江行政組合規約の変更につき議決を求め
ることについて

可　　決

第176号
愛知郡広域行政組合を組織する地方公共団体の数の減少及び愛知郡広域行政組合規約の変更につき議
決を求めることについて

可　　決

第177号
八日市衛生プラント組合を組織する地方公共団体の数の減少及び八日市衛生プラント組合規約の変更
につき議決を求めることについて

可　　決

第178号
中部清掃組合を組織する地方公共団体の数の減少及び中部清掃組合規約の変更につき議決を求めるこ
とについて

可　　決

第179号
布引斎苑組合を組織する地方公共団体の数の減少及び布引斎苑組合規約の変更につき議決を求めるこ
とについて

可　　決

第180号
湖東広域衛生管理組合を組織する地方公共団体の数の減少及び湖東広域衛生管理組合規約の変更につ
き議決を求めることについて

可　　決

第181号 滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更につき議決を求めることについて 可　　決

第182号 砂利採取計画認可申請の不認可決定を求める決議 可　　決

※訂正：議会だより(第２号)９ページ「交際費」は「公債費」の誤りでした。お詫びして訂正します。

同
時
に
人
口
減
少
に
よ
る
政

策
の
再
構
築
は
避
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
度
、
負
託
を
受
け
た
新

議
員
は
一
層
自
己
研
さ
ん
に
努

め
、
８
万
市
民
の
信
頼
に
応
え

る
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

創
刊
号
よ
り
お
読
み
い
た
だ

い
て
い
る
「
議
会
だ
よ
り
」
も

内
容
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
良

い
紙
面
を
お
届
け
す
る
決
意
で

臨
み
ま
す
。

第183号 西村吉平議員に対する問責決議 可　　決

10月臨時会で審議した議案


